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はじめに 

 私たちが暮らしている日本は、不幸にも地震大国であり、全世界で発生して

いる地震のうち 10 数パーセントが日本で発生しているとの報告があります。毎

年のように各地で大きな地震が発生しており、記憶に新しい平成 23 年３月 11

日には、我が国に未曾有の被害をもたらした東日本大震災が発生しました。私

たちは、平成７年 1 月 17 日の阪神淡路大震災以降、多くの地震を経験し、防災

に対する多くの知見を得てきたはずでした。しかしながら、宮城県沖地震が近

い将来発生する確率が高いことを認識しながらも、被害を防ぐことはできなか

ったのです。 

近年では、大阪市にも大きな被害が心配される南海トラフ巨大地震や上町断

層帯の地震がいつ起こるかわからない状況であるとも言われています。阿倍野

区は区域が上町台地の上で海抜 5～17 メートルの位置にあり、海岸から 5 キロ

メートル以上離れているため、津波による被害は想定されていません。しかし、

昔ながらの住宅地が多く、全国的にみても密集市街地の割合が高い阿倍野区は、

建物倒壊や火災などの大きな被害を受けることが予測されます。大きな震災が

発生した場合には、区役所・消防署・警察署などの公的機関はすぐに機能でき

ません。そのため、「自分たちのまちは、自分たちで守る」という自主防災の心

構えを持ち、住民の皆様が力を合わせて、「自分を守り、家族を守り、隣人を助

ける」自助、共助の着実な取り組みを行っていただきたいと考えます。 

本計画は、大震災をはじめとして、様々な自然災害への備えをしていただく

ために、平成 25 年 3 月に策定しました。その後、東日本大震災の教訓と南海ト

ラフ巨大地震の被害想定により明らかとなった「公助の限界」をふまえて、「自

助・共助」の取り組みを強化していただくために、平成 26 年 10 月に大阪市地

域防災計画が修正されましたので、本計画についても修正を行ったものです。 

災害を防ぐことはできませんが、被害を最小限にとどめることは可能です。

そのために、「日ごろからの備えと、近隣、地域との連携」が必要です。 

区役所としましても、地域の皆様とともに、災害に強く誰もが安全・安心し

て住めるまち「あべの」を目指して、防災対策を強力に進めてまいります。 
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